
好評 
発売中！ 
好評 
発売中！ 

広告主を募集 広告主を募集 広告主を募集 広告主を募集 広報紙とホームページ 
　市では、平成18年10月から市の広報紙とホームページに有料広告を掲載してい 
ます。あなたも広告を出してみませんか。 

◎広告の規格と掲載料（このほかにも 1/3 ページ、1/2 ページ、１ページの規格があります）
規格 
１号 
  広告 

縦  5.9㎝ 
横  12㎝ 

1枠当たり 
20,000円 白黒1色 

白黒1色 1枠当たり 
36,000円 

縦  5.9㎝ 
横  24㎝ 

２号 
  広告 

広告の大きさ 料金（1枠1号につき） 色数 

規　格 料金（1枠1カ月につき） 

※1年間に12号以上掲載を希望する場合は10％、6号以上掲載
を希望する場合は5％を掲載料から割り引き 

 
◎締め切りは掲載希望号の2カ月前 

　市では今後、印刷物などに
も有料広告を掲載し、歳入
の確保に努めていく予定で
す。皆さまのご理解と協力
をお願いします。 

天地　縦　　50ピクセル
左右　横　 160ピクセル
データ容量　20キロバイト以内
形式　Jpeg、Gif形式、Flash形式のい

ずれかでALT属性テキストデー
タ、全角20文字以下

トップページ 
15,000円 

 
トップページ外 
10,000円 

広 

報 

紙

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ ■問い合わせ先 

　情報政策課広報係　☎（36）1055 

アパマンショップ赤間店

一 成 建 設 株 式 会 社

（0940）32‒6350

（0940）32‒7131

No.170 むなかたタウンプレス 平成22年4月15日 （4）行　政

市では、市の広報紙、ホームページに掲載する広告を募集しています。詳しくは情報政策課広報係☎0940（36）1055まで

宗像・大島「さざなみ館」

平和を伝えていきたい
「被爆ピアノコンサート」

　平成20年９月１日から休館していた「ふれあい交流施設・さざな
み館」が、５月１日から食堂など交流機能を併せ持つ「大島地区コミュ
ニティ・センター」として再スタートします。
　コミュニティ・センターは、地域のコミュニティ活動の拠点とし
て、地域住民の交流の場となる施設です。
　また、島外からの観光客も利用できる食堂は、７月から再開を予定。
食堂に関する詳しい情報は、後日お知らせします。
＊温浴施設（風呂）は、引き続き当分の間休業します

●休館日
▽毎週火曜日
▽８月13日～15日
▽12月28日～翌年１月４日
●開館時間　9:00～21:00
●使用料（４時間当たり）

＊空調、照明などの利用時は、別途実費が必要
■問い合わせ先
▽さざなみ館（大島地区コミュニティ運営協議会）　☎（72）２３２１
▽コミュニティ課　☎（36）５３９４

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

切
る
「
さ
ざ
な
み
館
」

関
係
者
の
思
い
が
詰
ま
っ
た

「
ふ
る
さ
と
安
心
の
家
」

区　分 用　途 使用料
会議室（A・B） 各種会議、サークル活動 各360円
和室 囲碁、将棋、華道など 360円

多目的ホール（A・B）
各種講演会、ダンスなど
＊A室は、食堂と兼用

各520円

調理室 料理教室など 360円

新たな役割で再スタート

住
宅
都
市
「
宗
像
」
を
活
性
化

「
ふ
る
さ
と
安
心
の
家
」
オ
ー
プ
ン

　
む
な
か
た
ブ
ラ
ン
ド
展
示
住

宅
「
ふ
る
さ
と
安
心
の
家
」
の

完
成
式
が
３
月
25
日
、
関
係
者

70
人
が
参
加
し
て
開
か
れ
ま
し

た
。

　
近
年
、
市
内
で
も
少
子
高
齢

化
の
影
響
で
、
高
齢
者
の
み
の

住
宅
や
空
き
家
、
空
き
地
の
増

加
な
ど
の
問
題
が
表
面
化
し
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
安
心
で
き

る
住
宅
の
提
供
や
住
生
活
の
支

援
・
確
保
を
目
指
す
市
民
公
益

活
動
団
体「
住
マ
イ
む
な
か
た
」

が
、
若
年
者
世
帯
が
建
て
た
い

と
思
う
よ
う
な
住
宅
建
設
を
計

画
し
、「
ふ
る
さ
と
安
心
の
家
」

と
し
て
提
案
。
国
土
交
通
省
採

択
の
県
地
域
住
宅
モ
デ
ル
普
及

推
進
事
業
と
し
て
建
て
ら
れ
ま

し
た
。

　「
住
マ
イ
む
な
か
た
」
の
基

本
理
念
は
「
市
民
協
働
」。
計

画
段
階
か
ら
、
住
宅
関
連
事
業

者
だ
け
で
な
く
、
子
育
て
や
福

祉
、
防
犯
や
消
費
者
支
援
団
体

な
ど
と
意
見
交
換
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。

　
ま
た
、
建
設
資
材
に
は
、
多

く
の
地
元
建
材
を
使
う
な
ど
、

地
域
振
興
に
も
配
慮
。
建
設
場

所
の
赤
間
地
区
を
考
慮
し
て
、

赤
間
宿
の
伝
統
的
な
住
宅
景
観

を
意
識
し
た
外
観
に
も
こ
だ
わ

り
ま
し
た
。
　

　
代
表
の
小
川
裕
一
さ
ん
（
60

歳
・
自
由
ヶ
丘
）
は
、「
み
な

さ
ん
の
協
力
で
、
完
成
の
日
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
家
を
実
際
に
見
て
、
触
れ

て
、
家
の
良
さ
と
市
の
住
み
や

す
さ
を
実
感
し
て
ほ
し
い
。
住

宅
都
市
・
宗
像
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
よ
う
な
家
に
な
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

【
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
見
学
会
】

●
期
間
　
夏
季
休
日
指
定
日
と

年
末
年
始
を
除
く
毎
日

●
時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
４

時
●
住
所
　
赤
間
３
丁
目
１
０
２

２
番
地
５

●
予
約
方
法
　
平
日
の
見
学
を

希
望
す
る
場
合
は
、
住
マ
イ

む
な
か
た
☎
（
37
）
２
５
２

５
へ
電
話
で
予
約
す
る

＊
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
住
ス

タ
ッ
フ
が
常
駐
の
た
め
予
約

不
要

＊
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

■
問
い
合
わ
せ
先

▽
住
マ
イ
む
な
か
た

☎
（
37
）
２
５
２
５

▽
建
築
課

☎
（
36
）
５
２
０
３

ピアノを演奏したみなさん

　
県
内
で
初
め
て
、広
島
へ
の

原
爆
投
下
で
被
爆
し
た
ピ
ア
ノ

の
平
和
コ
ン
サ
ー
ト
が
３
月
21

日
、赤
間
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
舞
台
上
に
、千
羽
鶴
と
過
酷

な
歴
史
の
証
人
「
ミ
サ
コ
の
ピ

ア
ノ
」が
置
か
れ
、厳
粛
な
雰
囲

気
で
演
奏
が
ス
タ
ー
ト
。来
場

者
２
５
０
人
が
、平
和
の
音
色

や
尊
さ
を
か
み
し
め
ま
し
た
。

　
小
・
中
学
生
ら
５
人
も
演
奏

に
参
加
。リ
ズ
ミ
カ
ル
な
演
奏

や
力
強
い
演
奏
に
、感
動
の
輪

が
広
が
り
ま
し
た
。参
加
し
た

小
野
杏
奈
さ
ん
（
自
由
ヶ
丘
中

１
年
）
は
、「
タ
ッ
チ
が
軽
く
て

弾
き
や
す
か
っ
た
け
れ
ど
、ピ

ア
ノ
の
傷
を
見
て
戦
争
の
恐
ろ

し
さ
を
感
じ
ま
し
た
」。

　
ピ
ア
ノ
は
、爆
心
地
か
ら
１
・

８
キ
ロ
の
地
点
で
被
爆
。焼
失

は
免
れ
ま
し
た
が
、広
島
市
内

の
調
律
師
・
矢
川
光
則
さ
ん（
57

歳
）が
、所
有
者
の
依
頼
を
受
け

て
修
理
。平
成
17
年
か
ら
、「
被

爆
ピ
ア
ノ
に
触
れ
る
こ
と
で
、

平
和
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
し

て
ほ
し
い
」
と
全
国
を
回
っ
て

い
ま
す
。

　
２
年
前
、広
島
へ
平
和
の
旅

に
出
掛
け
た
コ
ン
サ
ー
ト
実
行

委
員
会
代
表
で
元
教
員
の
神
野

正
子
さ
ん（
63
歳
・
赤
間
）。そ
こ

で
、「
ミ
サ
コ
の
ピ
ア
ノ
」
の
絵

本
と
出
合
い
、矢
川
さ
ん
の
活

動
に
感
激
。公
演
を
依
頼
し
、今

回
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
実
現
し
ま

し
た
。「
周
り
の
人
と
一
緒
に
、

こ
れ
か
ら
も
平
和
を
訴
え
て
い

き
た
い
」と
神
野
さ
ん
。

　
77
歳
に
な
っ
た
ピ
ア
ノ
が
奏

で
る
明
る
い
音
色
。改
め
て
、平

和
を
考
え
る
取
材
と
な
り
ま
し

た
。 （
市
民
記
者
　
岩
元
賢
一
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
赤
間
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運

営
協
議
会

☎（
32
）５
６
４
０

　市では、大島、神湊、地島を結ぶ「Ｖ字型航路」を
設定。２月25日から７日間、試験運航を実施しま
した。今後は、利用者アンケートを分析し、渡船事
業運営審議会などで航路の見直しを検討します。
　試験運航初日の25日、この日を待ちわびていた地島の豊岡区長・大江秀一さん、泊
区長・壹岐元彦さんら10人が、船で神湊に到着。鎮国寺や道の駅などを訪れ、楽しく半
日を過ごしました。「将来、フェリーも就航すれば、観光客も増え、島の活性化が期待
できます」と話していました。
　また、大島では、「おいしい魚料理を食べに来ました」と言う年配のグループや、「福
岡市から仕事で大島に来ましたが、地島にも行くことがあるので、神湊からの船便が
あれば歓迎です」と言う若者もいました。
　７日間の乗降客は、大島・神湊間162人、神湊・地島間70人の合計232人。アンケー
トの結果、渡船利用では「週１～２日」がトップ。利用目的では、大島、地島側とも「買
い物」「通院」「人に会うため」「通勤・通学」、神湊側からは「出張」が多くありました。
　また、課題として、神湊・地島間では、「現在の鐘崎発着と比べ、運航時間が長くなり
運賃が上がる」「赤間駅直行のバスが神湊にない」「地島の待合室が狭く、船着き場が
遠い」などが指摘されました。
　大島側からは、「船便の数を増やしてほしい」「最終便をもう少し遅くしてほしい」

「渡船は本土への重要な交通手段。必要な人たちが不便にならない事業運営を願う」
など切実な要望が多く挙がっていました。　　　　　　　　  （市民記者　原きよし）

■問い合わせ先　渡船課　☎（36）００２６

大島、神湊、地島を結ぶ
「Ｖ字型航路」

島の活性化を期待

Ｖ字型航路を試験運航


